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PADN- 733  (PADN733RFsim.doc)

Begun to write since May 17th, 2010.

※注：20090526 時点においては、未だ個人見解レベルの検討書です。詳しくは ERL-Gr へ。

Particle  Accelerator  Development  Note

                                                                                 　    

　　　　　　　　　Simple RF simulation

　～　ＦＦＡＧの加速シミュレーション：基本編　～

　　　　　　　　　　　報告者：　中村英滋 (ＫＥＫ・加速器研究施設・加速器第六研究系)

                                                                                　    

　要約

　PADN-731 のパターンで、基本的な加速シミュレーションを実施する。後に展開するための基

礎の確認の意味合いでここに記す。

(1) 連続ビーム入射、且つ、非同調加速で survival ratio : 40% (計算としては妥当と思う)

(2) 加速されなかった粒子は、損失せず、周回してし生き残ってしまう。FFAG 特有。

　　→　マルチターン入射の可能性。究極は、ストレージ＆加速の融合の可能性。

                                                                                    

下記の加速器パラメーターで計算する。RF 電圧は 10kV 一定を仮定。

　ＲＦの周波数は下記のようなパターンとする。Ｖは１周当たりの平均加速電圧でおおまかな

めやす。周長（径方向位置）と、reference particle の物理量は、real time で下記のように

設定することになる。
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入射ビーム（初期条件）の想定値

・ 運動量分布 dp/p = +/-1%

・ 位相： full

計算結果

(1) 入射ビームと１回の加速

(2) 同じく１０周後
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(3) 50 周後

(4) 75 周後
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(5) 100 周後

(6) 200 周後
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(7) 1000 周後

(8) 2000 周後
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(9) 20,000 周後

　　　　; Kinetic energy 120MeV

        ; Survival ratio = 40%

        ; dp/p = +/-0.3  %

(*)  (9) のときの残りの粒子は、損失せず、周回してしまう。
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(10) 入射位相幅を 36 度と狭めてやると、加速に適した位相に合い、加速効率は 99% 程度まで

にはなる（当然の話で、これ以上の最適化は細かい議論になり、他にも検討要素が出てく

るため先送り）。


